
第１クォーター 

 

なかなか点数が入らない展開の中、最初に先制したのは F.F.。⑧のドライブバスケットボー

ルカウント。フリースローも確実に決め３点プレイとし、さらに⑧の連続ポイントで勢い

に乗る。一方戸田はファールが混み合い開始３分で 4 ファールになるが、④を起点とした

攻撃で巻き返し 7-5で終了。 

 

第２クォーター 

 

リードしている F.F.は⑨にボールを集め攻撃を組み立てていき得点を重ねていく。 

対して戸田は⑧の気迫あるゴール下でのリバウンドと⑦の得点などで必死に食らいつき 13

対 9で終了。 

 

第３クォーター 

 

開始早々、F.F.⑧のゴール下でのシュートが決まる。しかしすかさず戸田⑤がオフェンスリ

バウンドから得点を決める。そこから F.F.は⑧を中心に、戸田は走るバスケで激しい得点の

取り合いとなり点差は縮まらず 21対 17で終了。 

 

第４クォーター 

 

開始から F.F.は⑧、⑨のロングシュートの決まる。そこから第 3クォーター同様に互いに激

しい得点の取り合いとなるが、最初の連続得点などが響きなかなか点差は縮まらない。 

残り１秒で戸田は⑨がバスケットボールカウントをもらい、フリースローを決め３点プレ

イとするが、無情にもタイムアップ。 

31対 25で F.F.が勝利した。 

 

「安定した試合運びでリードを守り切った F.F.の勝利」 


